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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の持ち直しや住宅投資の増加などに加え、原材料価

格の下落による変動費の抑制を背景に企業収益は底堅く推移するなど、緩やかな回復が続きました。 

当行の主要基盤である静岡県経済は、新興国経済に弱さが残るものの、一部の業種では輸出に下げ止まりの

兆しが窺われ、雇用・所得環境が改善するなかで個人消費の持ち直しの動きがみられるなど緩やかに回復しま

した。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間における当行グループの経常収益は、資金運用収益の減

少等により前年同期比６億49百万円減少の212億３百万円となりました。経常費用は、与信関係費用の減少等に

より、前年同期比４億40百万円減少の180億19百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比２億９百万円減少の31億84百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

   預金は、地域に密着した営業基盤の拡充に努め、採算性を重視した調達を行った結果、１兆3,466億円となり

ました。（前年同期比18億円増加、前期末比27億円減少） 

   個人預かり資産は、お客さまの多様化するニーズにお応えするなか、個人預金、個人年金保険等が増加した

結果、１兆1,022億円となりました。（前年同期比173億円増加、前期末比248億円増加） 

   貸出金は、地域金融機関としてお客さまの資金需要に積極的にお応えした結果、１兆755億円となりました。

（前年同期比114億円増加、前期末比104億円増加） 

   有価証券は、市場動向を注視しつつ、機動的な運用を行った結果、3,086億円となりました。（前年同期比139

億円減少、前期末比546億円増加） 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   当第３四半期連結累計期間の業績は順調に推移しており、平成28年５月13日に公表した業績予想に変更はあ

りません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

（２）追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

現金預け金 131,417 122,799

商品有価証券 388 457

金銭の信託 1,200 1,209

有価証券 253,983 308,627

貸出金 1,065,150 1,075,581

外国為替 609 608

リース債権及びリース投資資産 9,787 9,809

その他資産 5,316 21,814

有形固定資産 19,729 19,509

無形固定資産 1,256 1,092

繰延税金資産 1,258 1,361

支払承諾見返 2,769 2,931

貸倒引当金 △8,951 △8,786

資産の部合計 1,483,918 1,557,015

負債の部

預金 1,349,389 1,346,659

譲渡性預金 5,000 47,150

コールマネー - 20,933

借用金 25,999 36,985

外国為替 5 18

社債 10,000 10,000

その他負債 6,439 7,426

賞与引当金 506 -

退職給付に係る負債 3,142 3,235

役員退職慰労引当金 93 80

睡眠預金払戻損失引当金 43 2

繰延税金負債 - 18

支払承諾 2,769 2,931

負債の部合計 1,403,389 1,475,442

純資産の部

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,272 5,272

利益剰余金 61,202 62,966

自己株式 △298 △299

株主資本合計 74,847 76,609

その他有価証券評価差額金 5,218 4,248

繰延ヘッジ損益 0 27

退職給付に係る調整累計額 △882 △776

その他の包括利益累計額合計 4,335 3,499

新株予約権 18 41

非支配株主持分 1,327 1,422

純資産の部合計 80,528 81,573

負債及び純資産の部合計 1,483,918 1,557,015
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

経常収益 21,853 21,203

資金運用収益 13,058 12,403

（うち貸出金利息） 10,135 9,413

（うち有価証券利息配当金） 2,854 2,920

役務取引等収益 6,296 6,415

その他業務収益 1,333 1,582

その他経常収益 1,165 802

経常費用 18,459 18,019

資金調達費用 824 603

（うち預金利息） 656 396

役務取引等費用 3,530 3,668

その他業務費用 802 1,346

営業経費 12,225 12,212

その他経常費用 1,075 188

経常利益 3,394 3,184

特別利益 - 110

固定資産処分益 - 110

特別損失 3 29

固定資産処分損 0 19

減損損失 2 9

税金等調整前四半期純利益 3,391 3,265

法人税、住民税及び事業税 1,016 472

法人税等調整額 △15 372

法人税等合計 1,000 844

四半期純利益 2,390 2,421

非支配株主に帰属する四半期純利益 35 85

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,354 2,336
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 2,390 2,421

その他の包括利益 △1,300 △823

その他有価証券評価差額金 △1,298 △957

繰延ヘッジ損益 △0 27

退職給付に係る調整額 △1 105

四半期包括利益 1,090 1,597

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,055 1,500

非支配株主に係る四半期包括利益 34 97
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

（１）平成 29 年３月期 第３四半期損益の状況 (単体) 

 

 

(単位：百万円) 

 

平成29年３月期 

第３四半期（A）

(９カ月間) 

 平成28年３月期 

第３四半期（B） 

(９カ月間) 

 
平成29年３月期

通期業績予想 前年同期比 

（A）－（B） 

経常収益 17,454 △784 18,238  22,900

業務粗利益 13,938 △783 14,721   

 資金利益 11,828 △435 12,264   

 役務取引等利益 1,869 △55 1,924   

 その他業務利益 240 △292 532   

経費（除く臨時処理分） 11,531 △227 11,758   

 人件費 6,345 △107 6,453   

 物件費 4,571 △44 4,616   

 税金 614 △75 689   

実質業務純益※1 2,406 △556 2,962   

 コア業務純益※2 1,756 △468 2,225   

一般貸倒引当金繰入額 ① △41 △250 208   

業務純益 2,447 △305 2,753   

 うち国債等債券損益 649 △87 737   

臨時損益 351 △82 433   

 うち不良債権処理額 ② 214 △447 662   

 うち株式等関係損益 598 △267 865   

経常利益 2,799 △388 3,187  4,200

特別損益 81 84 △3   

税引前四半期純利益 2,880 △304 3,184   

法人税等合計 758 △112 870   

四半期純利益 2,122 △191 2,313  2,700

    

与信関係費用（①＋②） 172 △698 870   

※1 実質業務純益 ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 

※2 コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 

 

○貸出金、預金等ともに前年同期比増加 

 貸出金残高は、１兆815億円（前年同期比122億円増加）、預金等残高は、１兆3,981億円（前年同期比394億円

増加）となりました。 

○与信関係費用は減少 

 与信関係費用は、172百万円（前年同期比80.1％減）と減少しました。 
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（２）預金等・貸出金の状況 (単体) 

(単位：百万円)         (参考) (単位：百万円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

預金 1,351,004 1,348,928  1,348,928

譲渡性預金 47,150 9,800  49,660

預金等（預金＋譲渡性預金） 1,398,154 1,358,728  1,398,588

 

(単位：百万円)         (参考) (単位：百万円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

個人預かり資産合計 1,102,240 1,084,922  1,084,503

 円貨預金 929,476 917,731  914,629

 外貨預金 1,035 821  1,186

 公共債保護預り 8,043 9,149  8,507

 投資信託 68,765 72,375  66,820

 個人年金保険等 94,919 84,844  93,359

 

(単位：百万円)          (参考) (単位：百万円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

貸出金 1,081,500 1,069,282  1,072,668

 うち 消費者ローン 325,793 313,448  323,593

 

 

（３）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

(単位：百万円)          (参考) (単位：百万円) 

  平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,042 8,435  7,088

危険債権 14,302 16,725  14,827

要管理債権 3,010 3,220  2,999

合 計 24,355 28,381  24,914

総与信に占める比率 2.24％ 2.64％  2.31％

 

預金等残高は、前年同期比 394 億円増加（2.9％増加）し、１兆 3,981 億円となりました。 

個人預かり資産は、前年同期比 173 億円増加（1.5％増加）し、１兆 1,022 億円となりました。 

貸出金残高は、前年同期比 122 億円増加（1.1％増加）し、１兆 815 億円となりました。 

金融再生法ベースの開示債権額は、前年同期比 40 億円減少し 243 億円、総与信に占める比率は 0.40 ポイント
低下し、2.24％となりました。 
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（４）時価のある有価証券の評価差額 (単体) 
                                                         (単位：百万円)      (参考)       (単位：百万円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

評価差額 評価差額  評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

その他有価証券 5,694 7,473 1,778 8,173 8,543 369  6,084 7,292 1,207

 株式 4,713 4,855 141 5,205 5,296 90  2,152 3,086 933

 債券 1,734 2,300 565 2,567 2,568 1  3,127 3,143 15

 その他 △753 317 1,071 400 678 278  803 1,063 259

※ 満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは該当がな

いため記載しておりません。 

 
                                                              (単位：百万円)       (参考)       (単位：百万円) 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 9月末 

含み損益 含み損益  含み損益 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

満期保有目的の債券 △116 50 166 △156 67 223  173 314 141

 

㈱清水銀行（8364）平成29年3月期 第3四半期決算短信

- 9 -


	2812-①サマリー情報
	2812-②定性情報
	2812-③連結財務諸表
	2812-④注記
	2812-⑤補足情報



